
編集後記

3.11の大震災が起こってから半年が過ぎた｡

戦後最大､まさに未曾有の災難に遭った我が国

だが､地震と津波は天災としても､原子力発電

所の事故は､少なくとも一部は人災である｡被

災された方々には衷心よりお見舞い申し上げる｡

今回は改めて自然の力の大きさを思い知らさ

れた｡｢自然に優しい｣ という詣い文句が一時

期流行ったが､｢自然に｣ではなく､｢自然は｣

優しいのである｡今回の地震は､それを忘れた

人類に対し自然が謙虚であれと警告を与えた事

件であるようにも思える｡

しかしまた今回は､人間の連帯を再認識させ

られる機会でもあった｡それぞれの人がそれぞ

れの立場で､できる限りのことをした｡本学で

も ｢東北ボランティア駅伝｣の名のもと､遠野

市を拠点に多くの教員と学生が被災地の方々に

送られた支援物資の仕分けなどのお手伝いをし､

現在も継続中である｡

世界各国の方々が様々な支援をしてくださっ

たのも忘れることができない｡考えている以上

に日本は世界の人々に愛されているなと思った｡

夏休みの海外研修でも､研修先の大学の関係者､

毎年お世話になっている民宿のおばさん､編集

子の長年の友人など数多くの方々が､今年は来

られないのではないかと心配したと言って再会

を喜び､学生たちにもねぎらいの言葉をかけ､

もてなしてくれた｡今回ほど世界は一つと実感

したことはない｡これも先人たちが他の国に対

して､その時々で､できる限りの支援をしてき

たお蔭であろう｡

このような中でも､普段と変わらず営々と研

究を続けることは大学の使命である｡今回も論

文7本､研究ノート2本 と､数多くの先生方が

玉稿をお寄せ くださった｡心よりお礼申し上げ

る｡

人文､社会､体育と様々な分野の先生方が寄

稿してくださるのはこの論集の強みである｡そ

れぞれの論文が異なった分野の研究者の目に触

れ､何か新しいものを生み出すきっかけになる

ことを祈 りつつ､編集後記の代わりとさせてい

ただく｡

(編集委員 ◎小津幸夫 ･真鍋明裕)
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